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表 1 対象児の性別・在籍校 (N=49)
人数
性別 調壺時の在籍校
男子 31 小学校（部） 20 
女子 18 中学校（部） 14 


































1級 2級 3級 4級 5級 なし
16 (32.7) 15 (30.6) 4 (8.2) 3 (6.1) 5 (10.2) 6 (12.2) 








































(26.5%），杖 9名 (18.4%），手動車椅子18名 (36.7%),


























































(x2 =21.86, df=4, p<.01)，階段昇降 (X2 = 21.28, 
df = 2, p<.01)，更衣 (x2=22.17, df=4, p<.01)， ト

















移動＊ 自立 17 (63.0) 9 (33.3) 1 (3.7) 27(55.1) 
部分介助 0 (O) 17 (85.0) 3 (15.0) 20 (40.8) 
全介助 0 (0) 2 (100) 0 (0) 2(4.1) 
階段＊ 自立 17 (63.0) 9 (33.3) 1 (3.7) 27(55.1) 
不可 0 (O) 19 (86.4) 3 (13.6) 22 (44.9) 
更衣＊自立 15 (53.6) 12 (42.9) 1 (3.6) 28(57.1) 
部分介助 2 (14.3) 12(85.7) 0 (0) 14(28.6) 
全介助 0 (0) 4 (57.1) 3 (42.9) 704.3) 
トイレ＊ 自立 17(51.5) 15 (45.5) I (3.0) 33 (67.3) 
部分介助 0 (O) 8 (100) 0 (0) 8 (16.3) 
全介助 0 (O) 5 (62.5) 3 (37.5) 8 (16.3) 
食事自立 16 (37.2) 24 (55.8) 3 (7.0) 43 (87.8) 
部分介助 1 (16.7) 4 (66.7) 1 (16.7) 602.2) 
全介助 0 (0) 0 (O) 0 (0) 0 (O) 








四肢麻痺 3 (27.3) 7 (63.6) 3 (27.3) 11 
両麻痺 9 (56.3) 6(37.5) 1 (6.3) 16 
対マヒ 3 (27.3) 7 (63.6) 3 (27.3) 11 
片マヒ 4 (66.7) 2 (33.3) 0 (0) 6 
その他 3 (60.0) 1 (20.0) 1 (20.0) 5 








14(70.0) 6 (20.0) 0 (O) 20 
（靴型装具含）
杖 3 (33.3) 5 (55.6) 1 (11.1) ， 
車椅子
0 (0) 17 (85.0) 3 (15.0) 20 
（手動＋電動）
計 17 (34.7) 28(57.1) 4(8.2) 49 






ように参加したい」 17名 (34.7%), 「全ての授業で内容



















































12 (60.0) 8 (40.0) 20 
（靴型装具含）
杖 6 (66.6) 3 (33.3) ， 
車椅子使用
19 (95.0) 1 (5.0) 20 
（手動＋電動）
計 37(75.5) 12 (24.5) 49 






図5 期待する補助者(% N =37) 
39.6 
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